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　多様性が求められる社会の影響もあり，さまざまな観点や立
場より多くの意見が交わされ，ある事象や行動についても善悪
良否の判断が難しくなってきています．また，専門家や評論家
ばかりでなく老若男女だれでも情報発信が可能な現代では，そ
の情報がどの程度重要なのかの判定が困難です．常に一方向性
の意見に統一される社会よりは健全なのかもしれませんが，「水
戸黄門」のドラマを見て育った世代としては，現代社会は常識
非常識がわかりにくい重力の定まらない世の中とも感じます．
医療関係も特に機能的分野では情報が錯綜しており，今こそ必
要な情報を収集整理し，正しく活用する能力が問われています．
　さて，今回の特集は超高齢社会において多くの課題を伴う骨
粗鬆症による椎体骨折に対する治療についての企画です．大半
の症例は早期診断および適切な薬物，装具療法にて保存的に改
善することは周知のごとくです．一方，一部の症例では疼痛の
遷延や骨癒合不全が生じ，さらに重篤な椎体破壊による脊柱変
形や遅発性神経障害を呈することが知られています．昨今では
これらの転帰不良因子が徐々に解明されつつあり，低侵襲な治
療を含め外科治療の安全性や計画性，戦略性も向上しています．
したがって，予後不良が予測される症例においていたずらに保
存治療を長引かせ，本来回復可能な生活の質が享受できなくな
ることは外科医としては忸怩たる思いです．また，これだけ画
像診断が進歩し，情報が流通した時代であっても，高齢で骨条
件が不良というだけで，胸腰椎の椎体圧潰が進行し高度な下肢
麻痺が完成した状態で相談される症例がいまだにあることも事
実です．骨粗鬆症治療薬の選択肢が多いことも含め，内科的・
外科的治療が多様化していることは混乱しやすい状況ともいえ
ますが，最新データを含めこれまでの情報を整理抽出し，個々
の患者に沿った治療選択が行えるメリットも期待できます．本
特集はこの分野のエキスパートの先生方に骨粗鬆症による椎体
骨折の保存治療および外科治療の最前線を執筆いただきまし
た．最善の保存治療を基本としながらも，保存治療抵抗因子を
勘案し適切な外科治療のタイミングと術式選択を考慮するため
の参考となる一冊です．ぜひご活用ください．
 （高橋敏行）
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